























































































































































































































































































































































































































































































































































































図２ 『井上円了 100 の金言』の取り組み評価
（理由）当たり前を疑うことが大切であるから。哲学とは何かがわ
かるから。
２位 ②哲学は実際に在って、直ちに世間を支配するものでもなく、
機械を拵へるものでもないが、世間人事の尺度（ものさし）となる
は哲学に違いない。（19％、 32 名）
（理由）哲学は将来自分に役立つから。
その他気になる理由を以下に示す。文章の最初の〇は該当する見出し
番号である。
• ①哲学は全ての学問の中心であるという言葉を見てより哲学に興味
を持ち、学んでみたくなった。
• ③哲学を学ぶ目的がわからなかったが、宇宙につながるということ
で興味が湧いた。
• ③哲学を果てしない宇宙に例えることでその果てしなさに自然と心
惹かれたから。
• ④やはり、道徳がなければ人も社会も成長どころかまともにあるこ
とすらできないと思うからです。
• ④この言葉を信じて哲学をしっかり勉強をしようと思った。
• ④東京都中野区にある「哲学堂公園」へ行ったことがあり、そこか
ら井上円了の哲学への強い思いを感じた。
• ⑥哲学の最終目的のスケールの大きさに魅了され、人生を楽しみに
満ちた世界にしてくれるという言葉に魅かれた為。
• ⑥哲学を学ぶことで世界の見え方が変わり、様々な価値観で生きて
いけると思ったから。
• ⑦正しいことを理解すること。それが本当に正しいことなのか見抜
く力も同時につけなければならないと思った。
• ⑪哲学とは、ひたすらに考え続けるものだと思っていたが、実行す
8 (179)
ることこそが哲学なのだとわかったから。
２章〜８章は上位にランクされた円了の言葉とその代表的な「選択理
由」だけを示す。
〈哲学者になるには〉
１位 いやしくも世間に立ちて、自ら世の風教を任ずる学者は、己
の満足をもって足れりとせず、かかる悲境に呻吟せる人を、精神上
より救助する道を構じなければ、学者の本分は立つまいと考えます。
（35％、57名）
（理由）学者の役割が良く分かったから。不幸な境遇にある人を精
神的に助ける必要があるから。自己満足は良くないから。
２位 独断の極みは懐疑となり、懐疑の極みは独断となると知るべ
し。（24％、39 名）
（理由）言葉が面白いから。自分も経験があるから。独断と懐疑は
同じであるから。
〈ものの見方・考え方〉
１位 実にわが目前に現るる天地万物、わが周囲に交われる社会人
類は、みな活きたる書物である。（38％、63名）
（理由）見方を変えればどんなものであっても自分を成長させてく
れるから。周囲の人から学ぶことは多いから。自分の成長に役立つ
から。共感したから。
２位 表面のそのまま一物体にして、裏面のそのまままた一物体な
り。ただその見るところ異なるに従って、表裏の差別を現ずるのみ。
（31％、52 名）
（理由）多角的な見方は大切であるから。本質を見抜く力を身につ
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けたいから。見た目で判断するのは良くないから。
〈正しい生き方〉
１位 習慣によりて意識は無意識に変じ、有意作用は無意作用に変
じ、最初困難を感じたることは、平易に変ずるものなり。みな反復
積習によりて、その進歩を見るなり。（22％、36名）
（理由）習慣にすることは自分を伸ばすから。将来必要であるから。
意識的な反復練習がまず必要であるから。自分でも実行できるか
ら。
２位 道徳の標準はわが身にあり、道徳を学ぶものはわがごとくせ
よ。（12％、20 名）
（理由）自分自身を見直すことができるから。素晴らしい言葉であ
るから。道徳はすでに体の中にあることに感動したから。すべての
現代人にこそ大切な言葉であるから。
〈良い社会のために〉
１位 学者が皆古を想像して、猥りに尊信する風があり、学問の進
歩を与ふることができぬ。（25％、41 名）
（理由）古いものに執着していると進歩がないから。新たな発見に
は新たなものの見方が必要であるから。過去のものも批判すること
も必要であるから。
２位 書物の上に書かれたるものは死んだ学問である。人が社会に
活動して居る状態を見るのは活きたる学問である。（16％、26名）
（理由）実際に見て聞いて学ぶことは大切であるから。教科書を鵜
吞みにしてはいけないから。
〈天に適う〉
10 (177)
１位 星辰も教師なり、山川も教師なり、ないし禽獣虫魚、木竹草
苔みな教師ならざるなし。（39％、65 名）
（理由）自然に目を向けていきたいから。自然からは多くのものが
学べるから。素直な心が大切であるから。
２位 主義上の争論をやめ、よろしく自己の身に体して着実に履践
するをもって、第一の務めとなさざるべからず。（28％、46名）
（理由）自ら動くことが大切であるから。この言葉をいつも心に止
めておきたいから。
〈妖怪博士に聞く〉
１位 鬼も魔もみな人の心より描きあらわしたるものなれば、鬼神
も幽霊も不思議にあらずして、心そのもののひとり奇々怪々不可思
議なることを知るべし。（13％、22 名）
（理由）共感したから。良いものを作るには、良い心が必要であり精
神を鍛える重要性を感じたから。人間が一番怖いから。
２位 （８％が４つ）
〈国に思いを寄せる〉
１位 欧米各国の事は日本に安座して想像するとは大いに差異なる
ものなり。（37％、61 名）
（理由）自国を知るために他国に行くこと。積極的に行動する必要
があるから。海外への興味が深まったから。
２位 吾人は近く国家のために尽くすと同時に、広く社会のために
尽くさねばならぬ。（18％、30 名）
（理由）国家や世界のためにも働こうと思ったから。国も助け合い
支えあうことが大切だから。
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４−３ 学生が選ばなかった言葉
心に響いた言葉を１章〜８章、それぞれの章から一つ選んでもらった
ために、選ばれなかった言葉もあった。選択した学生がゼロであった言
葉を以下に示す。
・ 万有万象は物界では日輪これを照らし、心界にありて意識これを
照らす。一は物界の進化によりてその形を現し、一は心界の進化
によりてその徳をあらわす。
・ 純正哲学を学ぶ者は、常に深遠微妙の真理世界に逍遥するが故に、
ただに愛真の情を養うのみならず、感覚上の快楽を営求せず、道
理界裏に無上の楽境を開くに至る。
・ 吾人の有する意識、思想は、すなわち世界内包の勢力にして、吾
人の霊魂は、すなわち世界内包の霊魂なり。
・ 吾人の意識より発するところの光明は、すなわち世界内包の光明
なり。しからばすなわち、世界の進化とは、この世界内包の光明
がようやく外界に向かいて、開現することにほかならずと。
・ 諸説相合して、よくその中を得たるもの、これを円了の中道と称
するなり。
・ 国民皆忠孝を知りながら、民力を養い国勢を隆んならしむること
能わず。是れ忠孝の未だ其意を尽くさざる所あるに起因す。
・ 余案ずるに忠孝の意たるや、之を小にしてはよく其身を修め、其
家を斉へ、之を大にしてはよく社会国家をして、富強ならしむる
の謂にして、倹約、勉強、忍耐、誠実、博愛、自重等の諸徳は、
皆其中に含有すと信ずるなり。
・ 犬や猫は飲食的動物、人間は安心的動物と異名を付けても宜しか
らんか。
上記の８つの言葉には、「日輪」「深遠微妙」「社会国家」など学生には
なじみのない単語、それに「霊魂」「光明」「忠孝」「動物」など現代の学
12 (175)
生がマイナスのイメージを持っている単語が含まれていると考えられ
る。
次に、選択した学生が一人だった言葉を以下に示す。
・ 哲学の舞台において、新演劇を開くを得べし。
・ 余は哲学の向下門を開きて、これに重きを置き、もって革新を行
いたいと思う。
・ 発達的学風はすなわち、その時勢に適応して説くものなり。もし
単に注釈的学風によらば、仏教は死物とならん、これに反して発
達的学風によらば、仏教は活物とならん。
・ 知徳兼全の人を養成すること。
・ 円了の義たる、道理の円満完了するところにして、諸説諸論の回
帰して、よくその中和を得るものをいう。
・ 西洋の向上哲学に、向下の一道を開かしむるこそ、我邦の哲学使
命にして、我々の天職なるべけれ。
上記の６つの言葉の中にも「新演劇」「向下門」「学風」「円満完了」「向
上哲学」などなじみがない単語が含まれていると考えられる。しかし、
これら６つの言葉は円了哲学の中核をなす内容であり、特に「知徳兼全」
は現在の本学の教育理念でもあり、学生にもなじみ深い言葉である。１
人だけが「知徳兼全」に共感しているということである。
５．考察
自校教育の到達目標に照らせば、コンテンツの有効性の検証にもなる
と考える。いくつか抜粋してみる。以下では、まず到達目標を示し（・
の後）、その後（；の後）にそれに該当するキーワード（学生の「選択理
由」から抜粋）を示した。
• 自校の使命を知る；哲学が重要である、日本を愛する、日本と世
界の為に働く。
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• 自校のアイデンティティを知る：（該当なし）。
• 愛校心を培う；勉強できる環境を作っている学校に感謝、知徳兼
全に共感。
• 身近に円了を感じる；素敵、感性がすごい、行動に感動。
• 座右の銘を持つ；身につけたい、役立つ、信じる、今必要である、
救われる、感銘を受けた、いい言葉である、教訓になる、勇気づ
けられた、心に突き刺さった、忘れずに行動する、常に心がける、
説得力がある、強い興味を持った、肝に銘じて学生時代を過ごす。
このように、「選択理由」からは「身につけたい」や「常に心掛ける」
や「肝に銘じる」など、積極的に活用していきたいという思いが多く見
られ、本コンテンツの有効性が示された。講義やコンテンツでは、筆者
は、本学や創立者に対する安直な礼賛は意識的に避け、むしろ創立者の
様々な言葉を学生に提示するだけにとどめた。すなわち、冊子『井上円
了 100 の金言』を教科書としては使用しなかったということである。こ
れによって、教員から本学の将来のあり方をともに考えていこうとする
姿勢を示すことができたと考える。
また、学生に響いた井上円了の言葉のベスト３は、
１．習慣によりて意識は無意識に変じ、有意作用は無意作用に変じ、
最初困難を感じたることは、平易に変ずるものなり。みな反復積習
によりて、その進歩を見るなり（図３）、
２．実にわが目前に現るる天地万物、わが周囲に交われる社会人類
は、みな活きたる書物である（図４）、
３．欧米各国の事は日本に安座して想像するとは大いに差異なるも
のなり（図５）、
であった。図には、冊子『井上円了 100 の金言』のそれぞれの言葉に該
当するページを示す。上記の１番目の言葉は、「反復学習」、２番目は、
「生きた学問」、３番目は、「百聞一見」の重要性を説いている。これらが
14 (173)
上位にランクされたのは、受講生が将来の自分への戒めとなる名言であ
ると考えたためと推測できる。
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図３ 学生に響いた井上円了の言葉のベスト１
16 (171)
図４ 学生に響いた井上円了の言葉のベスト２
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図５ 学生に響いた井上円了の言葉のベスト３
６．おわりに
自作した冊子『井上円了 100 の金言』を用いて、学生が主体的に円了
の名言のランク付けに取り組むことで、学生自ら自校教育の内容を多面
的に検討し、考察を深めることができるかどうかを検討した。受講生が
提出してきた課題を採点した結果、しっかりと本冊子を読み、円了の言
葉を自身の将来に活用しようとしていると筆者が評価した学生が、52％
と高い値を示した。また、自身でしっかりと考えていると評価した学生
も含めると 84％であった。
本調査により、学生の心に響く「円了の言葉」が明らかになり、自校
教育用教材として冊子『井上円了 100 の金言』が有効であること、また、
学生による円了の名言のランク付けの手法が自校教育に有効であること
を明らかにした。
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